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①  研修の日時  

 ６月 ２９日 （木 ）  １０：００～１２：００  

 研修内容打 ち合 わせ  

 ７月 ２５日 （火 ）   ８：３０～１７：００  

 デイサービスセンターさわやか  

 ９月  ３日 （日 ）   ８：００～１６：００  

 ひらた福 祉 フェスティバル  

 ９月 ２２日 （金 ）   ８：３０～１７：００  

 通所介護予防ひびき  

 ＆  福祉移送 サービス  

 

②  研修の内容  

 

〇  NPO 法人たすけあい平田の概要  

・ もともとは「たすけあい」（有償の生活支援サービ

ス）からはじまった。（２０数年前）  

今では、介護保険事業も含めて１０を超える事業を

実施。『ないサービスは作る』  

・ 移送サービスは、国交省の認定講習を受ける必要が

ある。東京や大阪まで講習を受けに行ったが、負担

が大きかったため、認定講習機関に自らなった。山

陰初。  

・ 活動範囲は、ベースは平田・斐川エリアだが、ニー

ズがあれば松江や大社まで対応している。  

・ スタッフは、２１名の職員と３６名の協力会員。協

力会員もほとんどヘルパーの有資格者。  

 

 

〇  ７月２５日（火）デイサービスセンターさわやか  

地域密着型通所介護（※）  月～土曜日（年末年始のみ休み）  ９：１０～１６：２０  

サービス内容は、送迎、健康チェック、昼食、入浴、個別機能訓練、生活相談等  

毎日１３～１７名程度の利用。  

※ 地域密着型通所介護・・・定員１８名以下の通所介護（デイサービス）は、市町村が指

定権限を持つ地域密着型通所介護  



 

 

ＡＭ  朝礼  本日利用者の状況、申し送り事項等の確認  

  スタッフが社用車にて利用者の迎えに出発  

 利用者が順次到着。お茶出し（朝は煎茶  こだわり）健康チェック。  

入浴  特殊浴槽と一般浴槽があり、順番に入浴。  

 

昼食  食事前の口腔体操として、歌をうたう。  

   ごはん、汁、おかず４品  

 一人ずつ刻み方やご飯の炊き方を変えている。  

   利用者は一食６００円。残した量は記録。  

 

ＰＭ  食事が終わった利用者から、歯磨き、午睡。  

 午睡中に、利用者ごとの記録作成と休憩。定期的に、睡眠の状況確認。  

 起床後、午後のお茶。的入れのゲームをし、歌を３曲。  

  夕方、自宅まで、社用車にて送り。  

 

【感想】  

 高齢の利用者にあわせて、ゆったりとした時間配分だが、徹底した健康や安全管理が必要

だった。介護度は様々で、個々の事情に応じた配慮をされている。デイサービスが社会との

唯一のつながりの場であったり、入浴できる場である人も多いとのこと。  

 入浴介助は、重労働だと感じた。昼食までの限られた時間に交代で入浴をする。ここでし

か入浴されない方もいるとのこと。利用者の清潔維持のため重要な場。  

 昼食は、管理栄養士が作る一週間分の献立に基づいて施設内調理にこだわられている。敷

地内の畑でできた野菜も活用。品数、食材は充実していて、なにより、おいしかった。  

 スタッフの献身的な尽力を感じた。利用者の笑顔が印象的でした。  

 

 

〇  ９月３日（日）  ひらた福祉フェスティバル  

平田地域福祉のまちづくり協議会（事務局：出雲

社協平田支所）が主催。合併前から毎年開催。  

ホールやブースで、平田地域の福祉施設・福祉団

体・ボランティア団体等の活動紹介や活動体験（医

療センター医療チームによるバンドや車いすレク

ダンス、お楽しみ抽選会など）のほか、団体・事業

所による模擬店、各種検診、日赤の献血献眼登録な

どブースが並ぶ。  

たすけあい平田は、毎年模擬店で参加。スタッフ

が持ち寄ったバザーと事務所で調理する塩気飯・う

なぎ飯とジュースの販売によりイベントを盛り上げている。  

 

 竹下は、連絡係として、事務所・会場間の搬送等を担当した。  

たすけあい平田のご飯は、毎年大人気で、今回もうなぎ飯１５０食、塩気飯３００食が完

売したとのこと。）  

福祉や介護の事業は利用者になってはじめて知るという住民が多いと思う。シンポジウム



 

 

やフォーラムとあわせて、こうしたイベントで啓発、相互理解を深めることは非常に有用だ

と感じた。  

 

〇  ９月２２日（金）AM 介護予防教室ひびき  

・総合事業の A 型（緩和型）通所介護として、４月からスタート。  

・毎週金曜日の午前中（９：３０～１１：３０）にたすけあい平田２階で開催。  

・血圧測定  ～  介護予防体操  ～  自由活動  が主な内容。  

・毎回１０名程度が参加されている。  

 

・ 本日のスタッフは、４名、職員 1 名とボランティア３名（元市立病院看護師、元市立病

院ＰＴ（体操の先生）、元音楽教師（歌の先生）  

 

・ 本日の参加者は６名  男一人、女５人。急な欠席があり、いつもより少人数。  

最高齢は９２歳女性。  

 

・ 前半  体操  先生は、市立病院ＯＢのＰＴさん。  

指の動かしや、座って体をほぐしたり、足の体操（ゴキブリ体操・自転車こぎ）  

終始、PT さんのトークで笑いを取りながら進められていた。参加者を乗せる話術のスキ

ルも大事だと思った。  

・ 後半  合唱  講師は、元音楽教師さん。童謡

や上を向いて歩こうなど講師のキーボードに

のって歌う。途中からカスタネットをつかっ

て、リズムもとった。  

 

 

・ 参加者の声  

「人と話をすることは大事。自分のため。知り合いにも勧めているがなかなか出てくれな

い。動けるうちは参加したい。」  

「毎週、楽しみにしています。この時間は他の用事は入れない。」  

 

〇  ９月２２日（金）ＰＭ  福祉移送サービス  

・ 熊谷理事長から事業説明を受けたのち、実車の見学  

・ 資料②たすけあい平田の輸送マニュアルの説明。安全対策は特に厳格にしている。  

・ たすけあい平田は、有償運送の認定講習も実施。１日コース。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 



 

 

③  研修 の感想  

私は、平成２９年４月から雲南保健所で高齢者福祉担当（地域包括ケアシステムスタッフ

）として勤務しています。研修会で、熊谷理事長からたすけあい平田の活動の講演を聞いた

ことをきっかけに、介護サービスの現場を知るとともに、住民の自主的な生活支援活動を学

ぶため研修に参加しました。  

 

現場はスタッフの皆さんの献身的な努力で支えられていることを強く実感しました。また

、明るく楽しそうに働いておられることが印象的でした。  

「たすけあい活動」（有償ボランティアによる生活支援サービス）は、期間中に体験する

ことができず残念でしたが、熊谷理事長より活動の概要について伺いました。  

地域の高齢者を支えるために必要なサービスであることはもとより、ボランティアをする

側にとっても社会参加・交流の場になっていることを感じました。  

 

「ないサービスはつくる」という発想のもと、地域の課題に応じた取り組みをされておら

れ、地域包括ケアシステムの目指す理念を実現されていると感じました。一方、サービスに

伴うマネジメントやスタッフ確保で苦慮されている様子もたくさん伺うことができました。  

今後の業務を進める上で、大変参考になると思います。  

本当にありがとうございました。  

 

 

④ その他特記事項  

研修として参加するために、利用者の方の了解が必要な事業もあります。  

 

たすけあい平田の活動は、今後の福祉や地域づくりの施策を考える上で、とても重要な取

り組みです。私は、業務に携わっている関係もあり本研修に参加しましたが、業務に関係が

なくとも、行政職員としてとても勉強になると思います。  

 

 

（注 １）研 修 日 時 ・内 容 等 がわかる資 料 があれば、添 付 してください。  

  (注 ２ )報告書は、平 成 30 年 1 月 31 日 までに人事課 あてにメールで提出 してください。  


